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１ 調査名称：新居浜市都市計画策定調査業務 

 

 

２ 調査主体：新居浜市 

 

 

３ 調査圏域：新居浜都市圏 

 

 

４ 調査期間：平成１８年度～平成２０年度 

 

 

５ 調査概要： 

新居浜市においては、人口減少時代や超高齢化社会を迎える中、地域連携が確保さ

れた集約型都市の実現を目指し、各拠点間の連携や誰もが安全で便利に移動するため

の交通施策の長期的な基本方針として、「都市交通マスタープラン」と基本方針を具

現化するための短・中期的な施策計画となる「都市交通戦略」を策定することとして

いる。そこで、本調査は、マスタープランや都市交通戦略策定のために必要な交通実

態調査として、本市の交通特性や公共交通に関する住民意識の把握を行った。 
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＜調査成果＞ 

 

１ 調査目的 

新居浜市においては、新居浜都市圏総合都市交通体系調査（H8.3、愛媛県土木部、（以下、総合交

通体系調査と呼ぶ））を受け、道路網をはじめとする交通体系に係る施策への取り組みが進められて

きた。その後、国道 11 号バイパスの整備進展や、合併による新市の発足等、総合交通体系調査実施

時から市の交通体系を取り巻く各種環境は大きく変化している。 

この様な背景を受け、人口減少時代や超高齢化社会を迎える中、地域連携が確保された集約型都市

の実現を目指し、各拠点間の連携や誰もが安全で便利に移動するための交通施策の長期的な基本方針

として、「都市交通マスタープラン」と基本方針を具現化するための短・中期的な施策計画となる「都

市交通戦略」を策定することとしている。 

そこで、本業務は、上述のマスタープランや都市交通戦略策定のために必要な交通実態調査として、

本市の交通特性や公共交通に関する住民意識の把握を目的とする。 

 

２ 調査フロー 
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３ 調査圏域図 

 

 

【調査対象エリア】 

新居浜市域全域 
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４ 調査成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年度道路交通センサスＢゾーンＯＤ表を用い、交通解
析に適用可能なＣゾーンＯＤ表を作成する。

Ⅰ．自動車ＯＤ表の作成

１．過年度計画の検証

２．自動車ＯＤ表の作成

１）ゾーニングの設定

２）人口系指標の整理

３）相関分析による説明変数設定

４）発生集中モデル式の作成

５）Ｃゾーン発生集中交通量の予測

６）ＣゾーンＯＤ表の作成

７）自動車ＯＤ表の補正

Ｏ
Ｄ
表
作
成
の
流
れ

過去10年間の交通状況の変化、事業実施状況を検証した。

ＯＤ表の分割手法を検討し、ＣゾーンＯＤ表を作成した。

地区構造等を勘案し、域内29の他、域外33ゾーンを設定。

Ｂゾーン発生集中交通量との関連が高い指標を設定。
⇒乗用車：３次就業者＋３次従業者
⇒貨物車：３次就業者＋２３次従業者
上記により発生集中モデル式を作成し妥当性を検証。

上記モデル式によりＣゾーン発生集中交通量を予測。
Ｂゾーンの分割比率を定め、ＣゾーンＯＤ表を作成。
交通量配分ネットワークを作成し、主要断面でＯＤ表の
精度を確認⇒年次補正の必要なしと判断

３．現況交通流動特性の分析 ＣゾーンＯＤ表から、交通の流動特性・問題点を整理。

公共交通施策展開に向け、公共交通利用に対する意志を把
握するため、公共交通利用意志調査を実施する。

Ⅱ．公共交通利用意志調査の実施

１．調査企画

１）調査の概要

調査体制、調査票・各種物件を整備した。

市民の１日の動き(平･休日)、交通手段への意見等の把握。

本部(市役所)→総括窓口(受注者)→配布・回収(自治会)。

属性,道路の利用,公共交通の現状,日常行動,これからの車
の運転,新たな公共交通,市民意識について調査票を設計。

自治会による配布11/19～,回収～12/16⇒データ処理。

目的

調査体制

調査票の
設計

実施工程

２）調査準備 有効回収率60％を想定し、11,000票を配布目標と設定。

自治会長調査依頼･収納封筒･あいさつ状･記入例･対応Q&A。

票数

調査物品

３）調査票の
情報管理

データ保管するパソコンID管理の徹底,バックアップ。

調査票の鍵付きロッカー保管,機密書類処理サービス活用。

ｾｷｭﾘﾃｨ

個人情報

調査を実施し、調査票の点検・整理を行った。

１）実査管理

２）調査票の点検・整理

３）データチェックとオリジナル
ファイルの作成

配布計画書･回収計画書を作成し、実査を管理。

バッチファイル作成⇒回収9,007票(回収率82％)。

①エディティング⇒②コーディング⇒③データ入力⇒④
データチェック⇒⑤オリジナルファイル作成の流れで実施。

３．マスターファイルの作成 標本検定を実施し、拡大層区分・拡大係数を設定した。

４．調査結果の基礎集計と現況分析 オリジナルファイルを基に、調査結果を集計・分析した。

２．公共交通利用意志調査の実施

企
画
準
備
～
実
施
の
流
れ

４．現況交通量配分の実施 市域の現況交通量を配分シミュレーション上で再現。
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都市交通マスタープラン及び都市交通戦略の策定に向けて、

交通実態調査結果を踏まえた基本方針について検討する。
Ⅲ．都市交通戦略基本方針の検討

１．新居浜市の現況

２．都市交通の現状と課題

１）上位関連計画の整理

２）目指すべき都市の将来像

３）新居浜市が目指すべき交通体系

市域の構造、人口動向、財政状況、都市構造を整理した。

項目Ⅰ,Ⅱの検討成果及び昨年度成果を基に、都市交通の現

状と課題を再整理した。

市の長期総合計画,都市計画マスタープランを基に整理。

業務内容について、報告書としてとりまとめる。また、策

定委員会資料・関係機関協議資料を作成する。
Ⅳ．とりまとめ・各種資料作成

１．各種資料の作成（策定委員会資料） 項目Ⅰ～Ⅲの検討成果及び昨年度成果を基に、第２回委員

会(9/25)及び第３回委員会(2/26)の資料を作成。

本業務の業務内容をとりまとめ、報告書を作成。３．報告書の作成

２．各種資料の作成（関係機関協議資料）

第２回委員会を踏まえ、今年度調査方針に関する委員長説

明資料を作成。⇒10/15に委員長説明。

愛媛県の都市計画道路見直しガイドラインに関して、見直

し作業等の調整事項（案）を作成。⇒10/5にヒアリング。

本業務における打合せ協議は３回とするが、必要に応じて

密接な連絡を取り、十分な打合せを行う。（1ページ参照）
Ⅴ．打合せ協議

策定委員会（２回）に事務局のオブザーバーとして出席し、

資料及び議事録の作成を行う。
Ⅵ．委員会等の運営補助

１．第２回策定委員会の運営補助 9/25に実施された委員会に出席。⇒議事録を作成。

２．第３回策定委員会の運営補助 2/26に実施された委員会に出席。⇒議事録を作成。

３．都市の将来像の検討 問題・課題を踏まえた都市の将来像を検討した。

集約型都市構造への取り組みを分析。

今後取り組むべき交通体系の基本理念と政策目標を提示。

１）マスタープランの作成方針

２）将来交通計画

３）マスタープラン（案）

来年度の検討へつながる整備方針の提案。

４．将来交通計画の検討 20年後を目標とする交通施設,ＴＤＭ施策の方針を検討した。

都市の将来像及び道路網･公共交通･ＴＤＭの各計画による

構成及び各計画の取りまとめイメージを提案。

１）都市交通戦略の基本方針

２）戦略目標の設定

３）施策パッケージ

将来像の実現を都市交通から支援する展開を提示。

５．施策パッケージの設定 都市交通関連施策の施策パッケージを設定した。

①公共交通活用,②新たな交通手段,③道路交通環境の視点。

目標を達成するハード施策とソフト施策を提案。
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